平成18年2月6日
平成１７年度　第１学年英語科　指導計画
１．基本方針
①　今日、経済、社会の様々な面でグローバル化が急速に進展している中で、英語は母語の異なる人々の間をつなぐ国際的共通語として最も中心的な役割を果たしており、生徒たちが２１世紀を生き抜くためには、国際的共通語としての英語のコミュニケーション能力を身に付けることが不可欠である。

　このような認識のもと、生徒にその自覚を持たせる。また、教師は教材や指導法を精選する。
②　本校の生徒のほとんどが、将来の進路希望の実現の手段として大学進学を希望している。文系・理系を問わず、多くの大学で英語は入試科目となっている。生徒の進路希望実現のために、入試を突破するのに十分な英語力をつけさせる。
２．指導方針
①　基本的な学習の態度を身につけさせる。

　　・家庭学習の習慣をつけさせる。（予習・復習）

　　・授業をしっかり聞かせる。覚えようとして聞かせる。
　　・提出物は期限を守って、「出すのが当然」という指導をする。
②　基礎的な英語の学力をしっかりとつけさせる。

　　・全ての基本となる、語彙、文法、発音は徹底的に教えこむ。
③　課題と小テストを効果的に実施する。

・土曜日の課題テスト（月１回程度予定）、週末課題、朝自習（水曜日）、昼のリスニングテスト（火曜日・金曜日：２年生と共同）など、計画的に実施し、内容についてはちょうどよい負荷になるように、よく検討する。
④　SELHiの研究課題の中心である、「リスニング」を軸にして、他の３技能の力もつけさせる。
　・全ての科目において、リスニング活動を入れる。家庭学習用のリスニング教材を積極的に用いる。
⑤　各科目間での内容には連携を持たせ、最終的には統合的なシラバスを作ることを目標とする。
⑥　各科目の担当者は共通した教材を用いるものとし、内容の精選、改善のために積極的に話し合いを持つ。
⑦　考査の問題は共通とし、問題検討会を考査の１週間前を目安に開き、指導に沿った考査となるように検討する。
３．指導細目
英語Ⅰ（3単位）

教材　UNICORN ENGLISH COURSE I　（文英堂）
指導方針　1.　教科書で扱っているトッピックに関して資料を配布するなどして、背景知識を与える。

2.　英文を文頭から理解していく思考を習慣化するためにスラッシュリスニングとスラッシュリ
　ーディングを重視する。


３．文字を使わず音声のみで本文の概要をつかませる活動を取り入れる。

４．授業をできるだけ英語だけで進め、なるべく日本語を使わないようにする。

5．口頭によるQ&Aを中心に授業を進め、文法のプリントは予習用に先渡し、日本語訳は後
　渡しにする。
英語Ⅰ（ＬＬ）（1単位）

指導方針　1.　音素・変化・リズム及び文法・語法を感覚として刷り込み、血肉化する手法としてシャドウ
　ィングとディクテーションを重視する。


2.　ボトムアップとトップダウンを統合した授業展開を工夫する。


3．英文を文頭から理解していく思考を習慣化する方法としてスラッシュリスニングを重視す
　
　る。


4．生徒がＬＬ機器を使ってそれぞれのペースで理解を進め練習ができるように授業の展開
　を配慮する。


5．シャドウイングとディクテーションのミスを丁寧に拾わせてシートに記録させ、生徒ごとのミ
　スの傾向をつかませて、各自がそれぞれのつまずき要因を把握できるように配慮する。
ＯＣⅠ（1単位）
教材　EXPRESSWAYS Advanced Edition I　（開隆堂）
指導方針　1.　20人の少人数のクラスで授業を実施することにより、より多く英語で発言したり発表する
　　　
機会を持たせる。


2.　ＡＬＴとのティームティーチング（隔週）、ペアワークやグループでの活動を通して英語を
　用いたコミュニケーションに慣れさせる。


3．様々なトピックについて聞かせたり話させたりすることによって背景知識を得させる。


4．年に3回プレゼンテーションの機会を与えることにより、スピーキングの力をつけさせる。
　
　また、他の生徒の発表を聞き、それに評価を与えるという過程を通し、聞く力を身につけさ
　せる。

文法（２単位）
教材　＠WILL English Grammar in 33 lessons　（美誠社）
指導方針　1.　リスニング・リーディング・ライティングの能力を向上させるために、基礎となる文法事項を
理解させ、定着を図る。


2.　数多くの文に向き合わせることにより、様々な表現方法にふれさせる。


3．理解度の低い単元を認識させるために、定期的に確認テストを実施する。


4．語彙レベルにとらわれず、文構造を理解できるようにさせる。


5．基本構文の暗唱をし、文法事項を徹底的に覚えさせるとともに、その構文や文法事項を
　用いてライティングをすることにより、運用能力も身につけさせる。
